
会議録 
会議の名称 令和７年度第７回西東京市立田無第三中学校建替協議会  

開 催 日 時 令和７年４月 30 日(水曜日)午前９時から 

開 催 場 所 田無第二庁舎４階会議室２、３ 

出 席 者 【委員】大久保会長、高橋副会長、加藤委員、阿部委員、山下委員、 

本田委員、大森委員、橋爪委員、伊藤（俊）委員、藤江委員 

（欠席）、伊藤（慎）委員、瀬沼委員 

【事務局】佐野教育部長、早川教育部特命担当部長、 

坂本教育企画課長、佐々木教育企画課課長補佐兼企画調整係長、 

鈴木教育企画課施設係長、中屋教育企画課施設係主査、 

関澤教育企画課企画調整係主任、木藤教育企画課企画調整係主事、 

佐藤公共施設マネジメント課長 

稲村公共施設マネジメント課マネジメント担当課長補佐 

陸名公共施設マネジメント課マネジメント担当主査 

渡海公共施設マネジメント課マネジメント担当主査 

【傍聴人】６人 

議   題 議題１ 会議録について 

議題２ 建替協議会検討スケジュールについて 

議題３ 建替え後の整備諸室等について 

議題４ 建替えにおける課題について 

議題５ その他 

会議資料の 

名   称 

資料１ 令和７年度田無第三中学校建替協議会検討スケジュール（案） 

資料２ 田無第三中学校建替え後の整備諸室等一覧（修正案） 

資料３ 田無第三中学校の建替えコンセプトの実現に向けた教育環境につ

いて 

資料４ 田無第三中学校敷地の検討 

記 録 方 法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点

記録 

会議内容 

＜開会＞ 

議題１ 会議録について 

 第６回会議の会議録内容について、各委員に異議がないことを確認し、第６回会議

の会議録は承認された。 

 

議題２ 建替協議会検討スケジュールについて 

○事務局 

 資料１について説明した。 

 第７回、第８回会議では建替用地の取りまとめを行う。建替用地における優劣では

なく、子どもたちへの良好な教育環境の提供に向けた建替えコンセプト実現に向けた

整備および建替え期間中の学びの継続の視点で検討を進める。今後の課題整理におい

て、敷地内の施設配置については市長部局での検討結果を踏まえ、第８回会議で提示

予定である。第９回会議以降はゾーニング等の詳細検討を行い、令和７年度中に報告

書として取りまとめる予定である。 



○会長 

 事務局より、建替協議会検討スケジュールについて説明があった。ご質問を伺う。 

  

→質疑等なし。 

 

議題３ 建替え後の整備諸室等について 

○事務局 

資料２について説明した。 

第５回会議にて提示した資料からの修正点について説明した。修正点を以下に示

す。 

① 35 人学級編成の適用による普通教室の規模・部屋数の見直し 

（84 ㎡ → 76 ㎡、13 室→15 室） 

 ② 特別支援学級の整備を見据えて必要諸室を追加 

（特別支援学級の普通教室数は調整中） 

 ③ 特別教室の準備室に加えて教材研究や授業の準備作業を行う「教材室」を追加 

 ④ 少人数教室の区分を見直し（特別教室等 → 普通教室等） 

 ⑤ エンカレッジルームのコマ数と区分の見直し 

   （0.5 コマ → １コマ、管理諸室等 → 普通教室等） 

 

○会長 

 事務局より、建替え後の整備諸室等について説明があった。ご質問を伺う。 

 

〇委員 

 給食室が一覧にないが、検討状況はどうなっているか。 

 

〇事務局 

 現在、教育委員会内で給食室については、検討・調整しているところである。 

 

〇委員 

 西東京市が親子給食をこれからも継続したいと聞いているが、中学校に給食室があ

ったほうが、アレルギー対応や温かい給食の提供、異物混入などへの対応がしやすく

なると思われる。市の予算等の兼ね合いもあると思うが、給食調理員の負担軽減や雇

用の創出といった観点からも中学校に給食調理室があったほうがよいと思われる。 

 

〇委員 

 給食室については、教育の観点だけではなく、防災の観点からも設けていただきた

い。また特別支援学級について、今後利用する子どもたちが増えていくと思われるた

め、中学校においても教室数は多めに検討を進めていただきたい。その際は教室数だ

けではなく、子どもの数に応じて職員の数も増えるため、職員室の広さも広げるよう

にしていただきたい。 

 

〇事務局 

 給食室の防災時等における利用についても、合わせて検討する必要があると考えて

いる。また、特別支援学級については、令和６年度に配置計画を策定しているため、



計画に沿って配置を進めていく予定である。教室数や職員室についても、同計画を踏

まえて決定していく予定である。 

 

〇委員 

 特別支援学級の広さについては、0.5 コマ１室とすることでよいと考える。特別支

援学級の教室を並べる場合は、可動式間仕切りで部屋の区切り、大きさを柔軟に変え

られるようにするとよい。特別支援学級の周りにも活動ができる多目的スペースを設

けたほうがよい。普通学級では、教室内をフレキシブルに有効活用するために、ロッ

カー・物品等は廊下に設置することを検討したほうがよい。ロッカー等を廊下に置く

ことで、廊下にラウンジのようなスペースが生まれ、ホームベースとしての空間を作

ることもできる。 

 

〇事務局 

 今後、施設内のゾーニングを検討していく際には、いただいたご意見を反映したい

と考えている。 

 

〇委員 

 避難所対応では家庭科室で炊き出しを行うことができるようにした事例がある。資

料２で提示された普通教室の面積は 76㎡では狭いと感じる。現在行われている授業で

見られるタブレットを広げての授業や、授業による多彩な机の配置ができるようにす

ることを考えると 35 人学級になった場合でも、これまでと同様の 84 ㎡のままでも良

いと思われる。また多目的スペースの利用用途はどのように考えているか。新しい学

びの在り方に対応するようなスペースとするのか、今の時点での想定を教えていただ

きたい。 

 

〇事務局 

 家庭科室の避難所としての利用は検討していきたい。普通教室についても、具体的

な配置等を検討していく。多目的スペースについては、新しい時代の学びに対応でき

るように整備していく予定である。 

 

〇委員 

 中野東中学校を見学した際に、家庭科室は調理室と被服室を分けたほうがよいとの

意見があった。また屋内運動場は複数あったが、田無第三中学校では１つとなるか。

廊下にロッカー等を設置する場合は、ロッカーを鍵付きにすることでセキュリティ面

を上げることができると思われる。 

 

〇事務局 

 家庭科室とロッカーについては、いただいた意見を反映させていく。屋内運動場に

ついては、アリーナと武道場を想定しており、現状ダンスホールは想定していない

が、地域利用を考慮して、どのような機能が必要となるかをこれから検討していく。 

 

〇委員 

 地域の人が体育館を使用する場合、どのくらいの団体が同時に使用する想定か。ま

たプールの必要性について、試算を含めて教えていただきたい。 



〇事務局 

 体育館にはバスケットコートを２面整備する予定であり、団体貸出については２団

体に同時に貸し出す予定である。また武道場は別で貸し出しできるようにする。プー

ルについては、個別施設計画を策定する際に検証を行い、中学校を中心として屋内プ

ールを整備することを基本としている。 

 

〇委員 

 延べ床面積はこれからも増えていくのか。今後、建替えの用地が決まることで延べ

床面積も決まるため、建替協議会では自由意見を述べる場として、出た意見を事務局

で取りまとめていただくことになる。このほかに地域と学校一体となった施設をイメ

ージしているが、地域側の利用室に関するゾーニング等の検討は、建替協議会で行う

必要があるかを確認したい。 

 

〇事務局 

 延べ床面積は増えていく傾向があるが、皆様からいただいた意見をできる限り反映

させていく想定である。施設複合化の関係については、第８回会議で市長部局より提

示する予定である。複合化については教育環境を維持した上で実施する考えであり、

教育環境を犠牲にしての複合化は行わない。地域と一体となった学校については、学

校施設の地域利用について庁内の検討結果を示した上でセキュリティなどの面を検討

していく。 

 

〇委員 

 プールは学校に必要であると考えるが、温水プールとする場合は教育だけではな

く、地域施設としての利用を進める必要がある。これまで関わった事例では、管理面

などの教職員の負荷が、授業や部活で得られるメリットと吊り合わないとの意見があ

った。プールの管理運営は、複合化と合わせて検討していく必要があると考える。 

 

〇事務局 

 体育施設について、学校以外の部署が管理し、学校利用時間帯以外を地域に貸し出

すなどの対応は考えられる。対応については、市の関係部署が集まる会議にて議論し

ていく予定であり、その検討内容を建替協議会でも共有する予定である。 

 

〇委員 

 学校を地域施設として整備する場合は、学校施設単独で整備するよりも設備機能が

よくなると思うため、施設の複合化は進めていただきたい。 

 

〇副会長 

 水泳の指導について、学習指導要領の内容から各学年で年間 10時間程度設ける必要

があると考える。プールを整備する場合は温水プールとしたほうがよいと考える。温

水プールとすることで時期を問わず授業を進めることができ、複数校でプールを利用

する場合でも、学校間で利用時期を調整することで混み合わずにプールを活用できる

ため、教育的な面でのメリットがある。 

 

 



〇委員 

 ここ数年の気候変動による気温上昇をふまえれば、プールを設置する場合は水温や

プールサイドの気温や床面の温度を適切に制御できる屋内であることは必須であると

考える。 

 

〇会長 

 現在、田無第三中学校のプールは６月下旬から７月まで使用し、夏休み以降は使用

していない。 

 

議題４ 建替えにおける課題について 

○事務局 

（資料３、資料４について説明） 

【資料３】 

 これまでに議論してきた建替えコンセプトとその対応策を提示した。またそれらを

達成するために想定される教育環境を記載した。本資料に記載のない視点や内容につ

いて、ご意見をいただきたい。 

 

【資料４】 

 庁内検討委員会で検討した内容について報告した。田無第三中学校の建替え場所に

ついて、市長が建替え場所を判断するための資料として整理しているものである。現

地建替えと移転建替えを検討したもので、①整備計画 ②教育活動 ③敷地活用 ④

まちづくりの４つの視点でまとめたものである。また整備手順という形で建替え工事

完了までの期間を示している。 

 

○会長 

 事務局より、資料３、資料４について説明があった。ご質問を伺う。 

 

〇委員 

 議題が「建替えにおける課題」とあるが、敷地選定の判断材料を洗い出していると

いう認識でよいか。 

 

〇会長 

 資料３については、どちらの敷地となった場合においても、想定される教育環境と

してどうかという内容でよかったか。 

 

〇事務局 

 資料３については、想定される教育環境に不足しているものがないかをご確認いた

だきたい。 

 

〇委員 

 敷地別に留意事項が記載されているため、資料３と資料４を見て、どちらの敷地が

いいかを判断するための資料に見えるが。 

 

 



〇事務局 

 建替協議会では敷地の優劣をつけるのではなく、必要な教育環境がどのようなもの

かについて、意見を取りまとめることを目的としたい。 

 

〇委員 

 上記の目的であれば、資料３について、もう少し情報量が欲しい。どのような教育

環境が必要かについて、各敷地において想定される教育環境を実現するための方策や

考慮すべき条件を記載していただきたい。 

 

〇事務局 

 いただいたご意見を整理して、次回提示する。資料４については市長部局での検討

状況を建替協議会で共有することを目的に今回提示させていただいたことになる。 

 

〇会長 

 資料４については、敷地検討に伴い出てきた資料であると考える。資料３におい

て、想定される教育環境の実現に向けたご意見を、各委員よりいただければと思う。 

 

〇委員 

 保護者の意見として、西原総合教育施設での建替えの案が優勢であったが、建替え

にかかる年数を考えると、現地建替えも検討する必要があると感じた。第３の意見と

して、西原総合教育施設を仮校舎として使用し、現地建替え後に引っ越しを行うこと

ができないかとも感じた。現地建替えとした場合の騒音・振動対策や体育等の運動へ

の対応についても検討をしていく必要があると考える。 

 

〇事務局 

 西原総合教育施設の仮校舎としての使用については、現在利用している団体との調

整が必要になる。ただ第３の案としての検討なども含めて、事務局で整理していく。 

 

〇会長 

 想定される教育環境については、どちらの敷地になってもコンセプトなどは変わり

ないと考えてよいか。 

 

〇事務局 

 どちらの敷地においても、想定される教育環境としてのコンセプトは変わらない。

本日いただいたご意見を基に資料の構成を見直し、次回会議前に修正した資料を提示

するため、そこでご意見をいただき、次回会議にて議論させていただきたい。 

 

〇委員 

 安心安全の面については、教室を２階以上に設置することや視認性を高める必要が

あると考える。また教室を２階以上にする場合は建物の高さ制限が関わってくる。ま

た地域利用としては、入口を生徒と地域の方で分けることでセキュリティ面を含めた

対応が可能になると考える。 

 

 



〇事務局 

 いただいたご意見は、敷地配置の考え方やゾーニングの検討に生かして、資料とし

て提示させていただく。 

 

議題５ その他 

〇事務局 

本日の議事要旨は、これまでの会議と同様に後日メールで送付させていただき、委

員確認後の第８回会議で了承を得て公開とさせていただく 

 

〇委員 

 議題４にて上がった第３の案については、選択肢に含めて良いと考えるため、資料

４の１つの案として検討をしていただきたい。 

 

＜閉会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


